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「わかったよ。いっしょにピッキーを捜しにいこう」
ぼくはポーキーの頼みを引き受けることにした。幸いママも賛成してくれた。
「話はわかったわ。頼りにならない犬だけど、チビを連れていきなさい。きっと何かの役に
たつはずよ。よその人はどういうか知らないけど、ママにはあなたがとっても頼もしく見え
るわよ、ネスちゃん。イエーイ。でも外に出て行くときは、ちゃんと着がえていきなさい」
てなわけで、急いで着がえたぼくは、犬のチビを従えて、ポーキーといっしょにピッキー
を捜しに出たんだ。
と捜しに出たんだ。41
〓21ヘ
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ダイヤモンドをみたとたん、支配人の目の色と態度が変わった。
「まあ!そのダイヤモンドでトンズラブラザーズの借金を返すっていうの?ホ、ホホ
ホ!い、いいわよ。負けといてあげる、さ、契約書はさっさと破くザマス!」
やった!これでトンズラさんたちは自由だ。
「ヘイヘイ、ボーイズ&ガール!また世話んなっちまったな。おかげでオレたち自由の身

